
 

DAAD
DAAD

 

18 1094 DAAD

DAAD

DAAD
 

 

DAAD  

 

OECD 1975 80 2000

210 2009 370
1

2011 12 19 4000 10

7 2000 2

2009 2 3000 1 9000
3 2009 7 9000

2 5000

4

                                                  
1 Vgl. OECD (2011), S. 320. 
2 Vgl. Institute of International Education. 
3 DAAD (2010), S. 16. 
4 2011 6  
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5  

 

6 

 

7 

 

DAAD
                                                  
5 Wildavsky (2010)  
6 1989 86  
7 1994 207  
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8

DAAD
9  

 

DAAD 1930 3
Akademischer Austauschdienst

Alexander von Humboldt-Stiftung Deutsche 

Akademische Auslandsstelle des Verbandes der Deutschen Hochschulen  

 

DAAD 1920

Carl Joachim Friedrich

1922 23
Stephan 

Pierce Hayden Duggan

American German Student Exchange 1924

13

1923

Staatswissenschaftliche Austauschstelle beim 

Institut für Sozial- und Staatswissenschaften der Universität Heidelberg
Alfred Weber

Arnold Bergstraesser 10  

1925 1 1
 Akademischer Austauschdienst e.V.

                                                  
8 1992 1992  
9 Laitenberger (1976)

Laitenberger (1976) 1945 DAAD
 

10 Alter (2000), S. 21f. 
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10 1

Institut 
für Internationales Öffentliches Recht und Völkerrecht in Berlin

Viktor Bruns

11

12  

 

13

Alexander von Humboldt-Stiftung für 
Naturforschung und Reisen

Theodor Lewald

1925 6 16

1929

14  

 

DAAD  

20

                                                  
11 Alter (2000), S.22. 
12 Laitenberger (1976), S.16ff. 
13 1993 137  
14 Laitenberger (1976), S.20f. 
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1920

1926 7 1927 4

1927/28 12

1929
15  

 

1931  
Deutscher Akademischer Austauschdienst e.V. 16

1931 DAAD

 

 

 

 
17  

DAAD

DAAD 18 1943 11 22 23

DAAD 19  

 

1924 1937 DAAD 1219

DAAD
16 DAAD 1930

                                                  
15 Laitenberger (1976), S.22f. 
16 Alter (2000), S.23-28. 
17 Laitenberger (1976), S.46f. 
18 Laitenberger (1976), S.81ff. 
19 Laitenberger (1976), S.156. 
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 1924 1925 1926 1927 1928 1929 1930 1931 

         

         

         

 
 1932 1933 1934 1935 1936 1937  

 58 48 39 54 51 79 616 

/  15 19 19 22 23 24 182 

 13 13 13 13 12 12 124 

 4 8 22 22 20 22 104 

 3 3 6 6 5 8 36 

 3 3 5 6   22 

    2 2 2 6 

 1 1 1 2 2 7 14 

     2 2 4 

      2 2 

      1 1 

 1 1 2 2 3 4 21 

 3 3     9 

   2 4 4 5 15 

      3 3 

     1 2 4 

       2 

 2 2 2 2 2 2 16 

    3 3 3 9 

   3 6 5 4 18 

    3 6 2 11 

 

DAAD 1949 2

Ludwig Raiser

4

DAAD
20  

1950 8 5 DAAD DAAD

1950 10 12 DAAD

                                                  
20 Heinemann (2000), S.10. 
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DAAD 1950 4 1

6 8

1950 200 1951/52
9 2250DM

12 3000DM

1956/57
300DM 21  

1952 4 1960 9

11 1963 5
1974 3

1978 6 1 1997 10
22 2013

 

 

DAAD 1950 7000DM 1960 760
DM 1970 4760 DM 1975

8180 DM 1980 1990

1991 3 300 DM

DAAD
 

                                                  
21 Heinemann (2000), S.10ff. 
22 Heinemann (2000), S.10ff. 
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1960

1960  

 

DAAD DAAD DAAD
DAAD 1952

2006 1094
23  

 1952-59 1960-69 1970-79 1980-89 1990-99 2000-06  

 66  149  271  294  245  63  6  

                                                  
23  Bonn Göttingen 1990-1991

 Berlin 1990-1991, Hamburg 1991-1992
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1094 DAAD
 

 

20

 

 1952-59 1960-69 1970-79 1980-89 1990-99 2000-06  

 21.2% 22.1% 25.5% 24.1% 20.8% 22.2% 23.3% 

 6.1% 12.1% 10% 11.9% 12.7% 19% 11.6% 

 9.1% 4.7% 7.4% 9.5% 12.7% 11.1% 9% 

 3% 2.7% 4.1% 4.1% 3.3% 1.6% 3.5% 

 3% 0% 1.8% 3.4% 3.7% 3.2% 2.6% 

 4.5% 1.3% 2.2% 0.7% 1.2% 0% 1.5% 

 1.5% 3.4% 4.4% 2.7% 5.3% 7.9% 4% 

 22.7% 15.4% 17% 16% 11.8% 7.9% 15.1% 

 0% 0% 0% 0% 0.4% 0% 0.1% 

 1.5% 0.7% 1.5% 1% 1.2% 1.6% 1.2% 

 12.1% 16.1% 7% 9.9% 9.8% 14.3% 10.3% 

 0% 0.7% 0% 0.7% 0.4% 0% 0.4% 

 0% 0% 0.4% 0.7% 0.4% 0% 0.4% 

 0% 0% 0.7% 0.3% 0.4% 1.6% 0.5% 
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 1952-59 1960-69 1970-79 1980-89 1990-99 2000-06  

 4.5% 1.3% 3.3% 1.4% 1.2% 1.6% 2% 

 10.6% 19.5% 14% 13.6% 14.7% 6.3% 14.2% 

 0% 0% 0.7% 0% 0% 1.6% 0.3% 

75 10

6 651 30 9 971
136 118 103

59 50 48 45

34 29 29

5 10  
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日本を訪問しているかについて確認できる資料は見当たらないが、上掲の表は各専門分野

における日独の相互交流の程度を一定程度示すものとみなすこともできよう。  

さらに、国際学術交流機関としての DAAD の役割について検討する際、その奨学金を得

てドイツに学んだ者が、帰国後にいかなる職務に従事しているかも重要であろう。学術交

流のための奨学金というその趣旨に照らし合わせた際、研究滞在の効用が単に一過的な個

人的経験の範囲に限定されているのか、学術や文化に関わる活動へと還元されているのか

には、大きな差異が存在すると考えられるためである。『名簿』が作成された 2006 年 8 月

時点での所属を調べるならば、以下のようになっている 24。  

表５：元日本人奨学生の勤務先 

  
文学・

言語学  

哲学・

歴史学  

法学・

政治学
経済学

教育

学・心

理学  

宗教学

その他

（精神

科学、

社会科

学）  

数学、

自然科

学  

衛生学

大学・短大教員  209 名  92 名  86 名  35 名  21 名  7 名  32 名  89 名  1 名  

 うち旧帝大勤務者  34 名  13 名  13 名 4 名 1 名 3 名 2 名  18 名  1 名

海外大学・研究機関  1 名  1 名  0 名  0 名  0 名  0 名  1 名  5 名  0 名  

その他研究機関  5 名  2 名  1 名  2 名  1 名  1 名  1 名  14 名  0 名  

病院  0 名  0 名  0 名  0 名  0 名  0 名  0 名  0 名  0 名  

一般企業  7 名  2 名  0 名  0 名  0 名  4 名  1 名  26 名  0 名  

楽団  0 名  0 名  0 名  0 名  0 名  0 名  0 名  0 名  0 名  

その他  1 名  3 名  5 名  1 名  3 名  1 名  1 名  9 名  0 名  

定年後・無職・不明  32 名  27 名  7 名  0 名  3 名  3 名  8 名  22 名  0 名  

合計  255 名  127 名  99 名 38 名 28 名 16 名 44 名  165 名  1 名  

うち有職者  223 名  100 名  92 名 38 名 25 名 13 名 36 名  143 名  1 名

高等教育・研究機

関勤務者割合  
96％  95％  95％  97％  88％  62％  94％  76％  100％

 

  

その他

（自然

科学） 

医学  獣医学 林学  農学  

建築

学、工

学  

音楽・

芸術  

スポー

ツ科学  
全体  

大学・短大教員  9 名  44 名  3 名  1 名  3 名  16 名 91 名  2 名  741 名

 うち旧帝大勤務者  4 名  10 名  0 名 0 名 0 名 3 名 4 名  0 名  110 名

海外大学・研究機関  0 名  0 名  0 名  0 名  0 名  0 名  2 名  0 名  10 名

                                                  
24 名簿には定年退職後の者や無職・職業不明の者なども含まれているが、ここではそれら

の者を除き、名簿上で職業が判別した者に関してのみ計算を行っている（以下で示す数字

に関しても同様）。  
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その他

（自然

科学） 

医学  獣医学 林学  農学  

建築

学、工

学  

音楽・

芸術  

スポー

ツ科学  
全体  

その他研究機関  1 名  5 名  0 名  0 名  0 名  1 名  1 名  0 名  35 名

病院  0 名  50 名  0 名  0 名  0 名  0 名  0 名  0 名  50 名

一般企業  0 名  1 名  0 名  2 名  1 名  0 名  2 名  0 名  46 名

楽団  0 名  0 名  0 名  0 名  0 名  0 名  12 名  0 名  12 名

その他  0 名  3 名  0 名  1 名  0 名  1 名  6 名  0 名  35 名

定年後・無職・不明  3 名  10 名  1 名  0 名  1 名  4 名  41 名  1 名  163 名

合計  13 名  113 名  4 名  4 名  5 名  22 名 155 名  3 名  1092 名

うち有職者  10 名  103 名  3 名 4 名 4 名 18 名 114 名  2 名  929 名

高等教育・研究機

関勤務者割合  
100％  48％  100％ 25％  75％  94％  82％  100％  85％  

哲学・歴史学、文学・言語学、法学・政治学、経済学を専門とするものにおいては大学・

短大に勤務する者の割合が 90％を超えるのに対し、医学を専門とする者の約半数は医療機

関に勤務し、数学、自然科学を専門とする者の約 20％は一般企業に勤務し、音楽・芸術を

専門とする者の約 10％は楽団に所属するなど、各専門分野によってその割合は異なるが、

奨学生全体のうち 85％が国内外の大学・短大や研究機関に勤務している。  

なお、こうしたドイツ留学の経験が帰国後、各奨学生にとってどのような効果や影響を

及ぼしたかを確認するためには、帰国後の職種を確認すると同時に、さらに継続的な相互

交流を生み出したかどうかにも着目する必要があろう。1092 名の奨学生全体のうち、DAAD

を通じて複数回のドイツ訪問・滞在を行った者は名簿上 89 名（全体の約 8％）である。こ

うしたドイツ再訪問は、帰国後も各奨学生が職業上・私生活上、ドイツとの継続的な関係

を何らかのかたちで維持・構築する必要性を有していたゆえに実現したものであると考え

られる。まず、再訪問を行った者の職業に目を向け、それぞれの所属を確認するなら、以

下のとおりである。  

表６：ドイツ再訪問を行った日本人奨学生の勤務先 

大学・短大教員  85.9% その他研究機関  4.2% 楽団  0% 

うち旧帝大勤務者  8.5% 病院  2.8% その他  2.8% 

海外大学・研究機関  2.8% 一般企業  1.4% 定年後・無職・不明  0% 

表６からはドイツ再訪問を行った元奨学生の約 9 割が大学・短大ならびにその他の研究

機関に所属していることがわかる。ドイツ再訪問を行うためには多くの場合、ドイツ人研

究者との人的つながり、職業上・私生活上の訪問必要性、訪問のための時間を捻出するこ

とを可能とする職業上・私生活上の状況などが同時に求められると考えられるが、ドイツ

再訪問を行った元奨学生の大部分は研究職に従事することで、それらの要件を満たすこと

ができたといえる。さらに、再訪問を行った者の専門分野について確認するならば次のよ

うになる。  
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 29.2% 
 

3.4%  0% 

 13.5%  12.4%  1.1% 

 7.9%  0%  1.1% 

 9%  1.1%  4.5% 
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 1.1%  1.1% 
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DAAD
                                                  
25 DAAD-Büro Tokyo (1985), S.47. 
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